
事業評価シート（令和４年度実施事業） 

 

事業名 専門研修（福岡教師塾） 

 
１．事業の整理 （「どのような成果を期待して何をどのように行っているのか」その事業の目的等） 

目的・必要性 
 

教職員一人一人が、自身のキャリアステージや職務に応じた資質・能力の向上を

図る。 

【福岡教師塾】 

福岡教師塾の理念と教職員育成指標に基づいた福岡県の教育をリードできる

人材の育成を目指して、本県の教育に関する課題に広い視野をもって柔軟に対応

できる資質・能力の向上を図る。 

内容 
(誰がどのように

何をやるのか)  
 

目的を達成するために以下の３つの研修内容となるよう、各回で実施される全

ての研修（講演・演習・協議・発表等）において意図的・効果的に構成する。 

（１）視野や視座を広げる研修 

（２）共創する研修 

（３）在籍校の課題解決に資する研修 

重点１：連携・協働体制の構築  

① 部班を横断したチーム運営の推進【事務局】 

② 令和５年度福岡教師塾基本方針と研修運営計画の策定【プロジェクトチーム】 

重点２：特色ある研修の充実  

① アンケートの工夫・改善【各回研修担当】【企画・運営研修担当】 

② 令和４年度福岡教師塾基本方針の具現化【プロジェクトチーム】 

 ③ 自主選択研修の実施【企画・運営研修担当】 

重点３：広報活動の充実 

① 管理職等への周知と研修資料等での積極的な情報発信【事務局】【各回研修担当】 

 ② 既存の Web コンテンツの活用【プロジェクトチーム】 

 ③ 講座紹介スライド・動画等の作成【事務局】 

 
２－１ 評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

１ 

事
業
の
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
を 

実
現
す
る
連
携
・
協
働
の
強
化 

・部班を横断したチームによる

適切な研修運営体制の継続的

な検討と実施による研修運営

体制（チーム会議の回数、協議

内容・方法、役割分担等）のモ

デル化 

・他県教育機関（教育センター

等）と連携した研修体制の検討

結果の反映 

〇部班を横断したチームによる研

修運営モデルの確立（研修内容に

関する検討会議の回数や実施前後

の協議、役割分担等）(２月) 

 

 

◆他県の教育機関（教育センター

等）と連携した研修の具現化：１回

以上 

〇各回の役割分担（タイ

ムスケジュール）作成 

：全 8 回 

 

 

 

△他県の教育機関と連携

した研修：実施なし 

※R5 第 4回で実施検討中 

・プロジェクトチームによる令

和5年度福岡教師塾基本方針及

び研修運営計画の検討・完成 

 

・R2-R4 年度中期的事業運営方

針に基づいた事業の総括及び

R5-R7 年度の中期的事業運営方

針の検討、策定 

◆プロジェクトチーム会議（令和

５年度企画・R5-7 中期的事業運営

方針検討会議）：年６回以上  

◎プロジェクトチーム会

議：年 8回実施 

※R5-8 中期的運営基本方

針の検討・完成：3月 

※令和 5 年度基本方針及

び研修運営計画の検

討・完成：3 月 

※研修のしおり改善・作

成：3月 

 
 



２－２  評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

２ 

事
業
の
継
続
的
な
質
的
向
上
を
実
現
す
る
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

・アンケート分析結果を基にし

たチームによる協議を行う等、

事後検証の内容・方法の工夫・

改善を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・当年度塾生への事前調査によ

る研修意欲の向上推進を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・前年度塾生への追跡調査によ

る研修成果の還元を推進する。 

◆各回の研修の総合達成度 

：3.5 以上 

 

 

 

 

 

◆企画・運営研修 

：達成度：3.4 以上 

 

 

 

 

 

 

◆他県教育機関連携講座 

 ：達成度 3.4 以上 

 

○当年度受講者への事前アンケー

ト（5月）：１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前年度受講者へのアンケート 

（8月）：１回 

研修成果の還元：90％以上 

◎総合達成度： 

全回 3.5 以上 

第１回 3.7、第２回 3.8、 

第３回 3.8、第４回 3.6、 

第５回 3.8、第６回 3.8、 

第７回 3.8、第９回 3.9、 

 

◎企画・運営研修の達成度 

全 回 3 . 4 以 上 

第１回 3.6、第２回 3.7、 

第３回なし、第４回 3.5、 

第５回 3.7、第６回 3.8、 

第７回 3.7、第８回 3.8 

※ 第３回は外部会場による研修 

 

×実施なし：達成度 0% 

※令和 5年度実施を検討中 

 

◎当年度受講者事前ｱﾝｹｰﾄ 

：1 回実施（5月） 

【受講した理由】 

・資質・能力の向上：25％ 

・新たな見方・考え方：25％ 

・外部講師の講義・演習：18％ 

【期待していること】 

・外部講師による講義・演習：67% 
・企画・運営研修、熟議：32% 

【高めたい力】 
 ・総合的な知見：20％ 

・専門性：17％ 

・組織運営：16% 

【生かしたい場面】 

・学校経営、生徒指導、 

人材育成等 

◎前年度受講者事前ｱﾝｹｰﾄ 

：1 回実施（10 月） 

 研修の還元（予定含む） 

 ：98.27％ 

※事業部会の他、各回終了後

のアンケートを踏まえ、課題

を整理し、次年度企画に反映 

・令和 5年度福岡教師塾の外

部講師選定に向けて、教育セ

ンター職員及び塾生にアンケ

ートを実施し、情報収集を行

い、令和 5年度の福岡教師塾

の行動指針、年間計画の策定

及び外部講師の選定基準の見

直しを行う。 

〇行動指針及び年間計画の作成、

外部講師選定基準の見直し： 

～８月行動指針決定 

～11 月年間計画・講師選定基準 

 見直し 

 ～12 月講師選定 

〇行動指針：9 月決定 

〇年間計画・講師選定基準 

：11 月作成 

◎外部講師アンケート 

：7 月実施（塾生・職員） 

〇テーマ別外部講師リス

ト作成 

：9月完了 

○外部講師選定：12月完了 

※第 5 回外部講師申請中 
・企業や関係教育機関等が公

開している動画コンテンツを

活用した自主選択研修を実施

する。 

○自主選択研修実施：年 2 回以上 ○自主選択研修：3回実施 

※選択制にできなかった。 

第 1 回：事前動画視聴  

第 2 回：事前企業調査 

第 6 回：事前動画視聴 

 
 



２－３ 評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

３ 

事
業
の
成
果
を
周
知
・
普
及
す
る 

広
報
活
動
の
充
実 

・教育センターで実施する管理

職対象の研修及び県立校長会

等における研修内容の説明と

推薦依頼、関係機関への説明を

行う等、積極的な情報発信を行

う。 

・教育センターホームページ等

を利用して、各回の研修資料及

び報告書等の情報発信による

広報活動の充実を図る。 

○対象とする研修及び会議等にお

ける広報活動の実施：年２回以上 

 

 

 

 

◆各回の研修資料及び報告書の発信 

：各回終了後実施 100% 

◎各教育事務所への広報

物持参及び校長会での

配布と説明依頼：２回

（12 月・１月） 

 

 

◎各回研修報告書を教育

センターホームぺージ

公開：100％実施 

※研修修了後：全８回実施 

※アクセス数：9,658 件（2/28） 

・企業や関係機関（独立行政

法人教職員支援機構等）が公

開している動画コンテンツを

活用した研修の実施 

○Web コンテンツを活用した研修の実施 

：年２回以上 

◎事前研修：3 回実施 

第 1 回：事前動画視聴  

第 2 回：事前企業調査 

第 6 回：事前動画視聴 

・福岡教師塾の講座紹介スラ

イド・動画等の作成と活用方

法の検討 

◆講座紹介スライド・動画の作成 

：１本 

○塾生の活動動画作成：１本 

○企画・運営研修「拓」研修動画配信 

 
３．総括的評価 （評価指標の実績を基に必要性や有効性を総括的に評価） 

方針 方策内容 評価 判断理由 

 
１ 

連携・協働体制の
構築 

４ 

 令和３年度から部班横断による部会員の主体的な研修の企
画・運営を行い、各係の役割分担及びタイムスケジュールを
作成し、リフレクションと改善を繰り返すことで、「部班を横
断した研修運営体制」のモデル化を図ることができた。他県
の教育機関と連携した研修を実現できなかったが、教育長を
はじめ本庁他、他機関から依頼した講師と連絡・調整を十分
に行うことができた。また、プロジェクトチームリーダーを
中心とした企画・運営により、研修内容の改善が図られた。よ
って「妥当」と判断する。 

 
２ 

特色ある研修の充
実 

４ 

 塾生に事前アンケートを実施し、塾生の主体性を生かす研
修になるよう、外部講師による講座及び企画・運営研修「開」・
「拓」の内容に随時改善を重ねながら研修を実施した。その
結果、外部講師の講座に対する評価は平均 3.8 と例年通り高
く、熟議を重ねる企画・運営研修の評価も平均 3.7 と高い。
所属長アンケートの結果からも企画内容が学校に還元できる
ものとなっており、研修の満足度も 3.9 と非常に高い。また、
Google Classroom を活用したことで塾生同士の主体的な学び
が推進されたことも成果である。 
10 月に前年度受講者へのアンケートを実施し、所属校での

研修成果の還元が 98.3％と非常に高く、福岡教師塾での学び
が、学校現場で還元されていることを確認した。よって「妥
当」と判断する。 

 
３ 

広報活動の充実 

４ 

専門研修部会と連携してパンフレットを作成し、教育事務
所や校長会等における直接広報を２回実施し、募集状況（定
員 24 名に対し申込者数 53 名〔2.2 倍〕）から十分な効果が確
認できた。 
教育センターホームページへの研修報告書の公開や外部講

師の講義動画を研修後に一部県内教職員向けに公開配信した
ことにより、福岡教師塾の研修内容について周知を図ること
ができた。塾生のアンケート結果から、ホームページを活用
して研修報告を校内で行うなど、利活用も図ることができた。 
よって「妥当」と判断する。 

※［評価］４：妥当 ３：ほぼ妥当 ２：要検討 １：不十分 



４．課題・問題点 （以上の自己点検・評価結果から見えてくる課題・問題点） 

方針 方策内容 課題・問題点 

 
１ 

効果的・効率的な
連携・協働体制の
構築 

令和４年度は、「部班を横断した研修運営体制」のモデル化を図るこ
とができたが、次年度の機構改革に伴いさらに効果的・効率的な講座
運営を推進する必要がある。そのために今後も、研修終了後に業務内
容の見直しが必要である。 
また、各回の会議を計画的に実施できなかったため、「外部講師」「企

画・運営研修『開』」「企画・運営研修『拓』」のプロジェクトチームリ
ーダーを中心とした会議を効果的・効率的に行う必要がある。 

 
２ 

研修の継続的な質
的向上を実現する
運営システムの構
築 

外部講師による研修においては、外部講師と直接ディスカッション
できる場を設定するなど、研修形態の更なる工夫により、より魅力の
向上を図る余地がある。 
受講者アンケートの結果から、企画・運営研修「開」「拓」ともに協

議が白熱し時間が不足したり、役割によって自己評価（達成度）に差
が見られたりしたため、班構成や協議・演習の時間配分等に工夫が必
要である。また、研修の効果を高めるために、事前動画視聴等の事前
課題を計画的に設定する必要がある。 

 
３ 

広報活動の充実  受講者アンケートの結果から、受講動機は「管理職の勧め」が 83%、
「研修内容に興味」や「自身の資質・能力の向上」等が 60%であった。
「令和 5 年度教員研修計画」を踏まえ、管理職研修等における広報活
動の更なる充実と受講の対象となるキャリアステージの研修の焦点
化を図り広報活動を行う必要がある。 
また、研修の認知度を高め、受講のイメージを伝える工夫が必要で

ある。 

 
５．令和５年度の改善及び進捗状況 
（課題・問題点に対し、令和５年度の事業に反映させた改善点及びその進捗状況） 

 
方針 

方策内容 改善状況 

 
 １ 

事業の効果的・効

率的な運営を実

現する連携・協働

の強化 

① 魅力ある外部講師招聘に向けて、計画的な情報収集と各機関との
連携 
・外部講師招聘のために所内・塾生へアンケート調査を実施する。ま
た、企業や本庁他、他機関に研修のねらいを踏まえ丁寧に交渉・依頼
することで連携を図る。 
② 令和 6年度福岡教師塾基本方針と研修運営計画の策定 
・受講定員及び研修形態については、部会員の人員体制に応じた適正
な受講定員及び研修形態になるように、学校や地域の現状・ニーズに
合わせて毎年度検討するとともに、効果的な研修が行えるよう調整を
行う。 
・部会員による ICT を活用した運営資料等の共有化を図り、業務の合
理化を図る。 

 
 ２ 

事業の継続的な

質的向上を実現

する運営システ

ムの構築 

① 令和 5年度福岡教師塾基本方針の具現化 
・令和 6 年度から令和 8 年度の中期的事業運営基本方針に基づいた
基本方針を策定し、より効果的に資質・能力を育成することができる
よう、研修のねらいとつながりを明確にした全 8 回の研修計画を作成
する。また、適切な外部講師の選定等、講座内容の質的向上を継続的・
発展的に図る。 
・ICT を活用した効果的・効率的な研修運営を行い、研修の確実な実
施と業務負担の軽減を図る。 
② アンケートの対象や時期（受講者〔事前・受講後・修了後〕・前
年度受講者）の改善を図り、効果的な研修実施 

・研修効果を把握し、効果的な研修とするため毎回の研修後に受講者
の変容度、有用度をアンケートする。また、研修修了後には推奨度
アンケートを行い、運営に生かしていく。 

・「福岡県教員育成指標」に基づき、育成を目指す資質・能力を焦点
化した研修を企画・運営する。 
③ 塾生の主体的な研修体制の構築 
・研修において班構成や役割分担を工夫することで塾生の変容度の
向上を図る。 



 
３ 

事業の成果を周

知・普及する効果

的・効率的な広報

活動の充実 

① 研修内容及び成果に関する情報発信の推進 
・募集にあたり、福岡教師塾の趣旨と成果を周知するため、支援部会
と連携し、管理職及び関係機関等に対して積極的な情報発信を行う。 
・教育センターホームページ等を通じて、受講者の研修成果やイメー
ジが伝わるスポットムービー等の発信を行う。 

 






